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2SQLデータベース接続性
デバイスエクスプローラOPCサーバーは、PLCなどのデバイス機器との接続性と
同じように、ODBCドライバーを介したSQLデータベース接続性を備えています。

イベント機能
（Luaスクリプト）

Timestamp Column01 Column02 …

YYYYMMDD 123 123.456 …

YYYYMMDD 124 -198.221 …

: 125 0.0123 …

: : : …

ODBCドライバー

HTTP

BIツールSCADA/MES ERP/データベース クラウドサービス

機器固有
プロトコル

デバイスエクスプローラ
OPCサーバー
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3ODBCクライアント機能
ODBCクライアント機能を利用します。
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4ポート設定
ポート設定ではODBCドライバーを指定します。
ODBC Data Source Administratorを使って、ODBCドライバーの設定を行います。

ランタイムがWindowsサービスプログラムで登録されている場合は、ユーザーDSNではな
く、システムDSNが利用されるのでご注意ください。
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5デバイス設定
デバイスは、データベースのテーブルに割り付けます。
既存のテーブルはもちろん、新しいテーブルを作成することもできます。

新しいテーブルを作成できます。

書き込み処理で利用されます。

読み出し処理で利用されます。
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6タグ設定 / グループ設定
各タグはテーブルのカラムに紐づきます。
グループ設定では、全カラムに対応したタグを一括生成することもできます。

ブラウズして選択するだけです。

グループ設定では、全てのカラムを自動インポートすることができます。
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7モニター（読み出し）
各タグをモニターすると、SELECT文が実行されます。
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8デバイスシステムタグ
ODBCクライアントのデバイスは様々なシステムタグが備えられており、外部からの設定変更
や任意のSQLコマンド実行が可能です。詳細については、ユーザーズガイドを参照ください。

システムタグは、初期設定では非表示になって
いるため、デバイスオプションで表示状態を変
更して下さい。
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9データ収集方法
イベント機能を使ってデータ収集処理を実現できます。
イベント機能は各デバイス上で作成できます。
カスタムロジックはLuaスクリプトで記述します。

イベントは各デバイスで作成できますが、SYSTEMデバイス上で作成
すると管理しやすいです。
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10データ収集方法

-- Please implement the behavior.
local tags = {};
tags[1] = @t("SQL01.Timestamp:S");
local time = Dxp.GetCurrentTime();
tags[1].Value = time:Format('%Y-%m-%d %H:%M:%S');

tags[2] = @t("SQL01.IntTag001_Value:S");
tags[2].Value = @t("Device1.IntTag001").Value;

tags[3] = @t("SQL01.IntTag001_Quality:S");
tags[3].Value = @t("Device1.IntTag001").Quality;

tags[4] = @t("SQL01.IntTag001_Timestamp:S");
tags[4].Value = @t("Device1.IntTag001").Timestamp:Format('%Y-%m-%d %H:%M:%S');

tags[5] = @t("SQL01.FloatTag001_Value:S");
tags[5].Value = @t("Device1.FloatTag001").Value;

tags[6] = @t("SQL01.FloatTag001_Quality:S");
tags[6].Value = @t("Device1.FloatTag001").Quality;

tags[7] = @t("SQL01.FloatTag001_Timestamp:S");
tags[7].Value = @t("Device1.FloatTag001").Timestamp:Format('%Y-%m-%d %H:%M:%S');

tags[8] = @t("SQL01.StrTag001_Value:S");
tags[8].Value = @t("Device1.StringTag001").Value;

tags[9] = @t("SQL01.StrTag001_Quality:S");
tags[9].Value = @t("Device1.StringTag001").Quality;

tags[10] = @t("SQL01.StrTag001_Timestamp:S");
tags[10].Value = @t("Device1.StringTag001").Timestamp:Format('%Y-%m-%d %H:%M:%S');

local ret = Dxp.SyncWrite( tags );
if ret==false then

Dxp.LogErrorMessage("SQL Write Failure!!");
end

以下は別デバイス（Device1）のタグデータを定期的に収集するサンプルスクリプトです。

実行条件

Luaスクリプトについては、ユーザーズガイド
およびLua Reference (Lua 5.1)を参照ください。

https://www.lua.org/manual/5.1/
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11データ収集方法
この例では、3秒ごとにDevice1のタグのデータがテーブルにINSERTされます。
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